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{1)平価の 4分の 1パーセy トに諸費用をくわえた限度内， (局諸費用号合めて平



















日の対米相場からの裁定相場となるから， 1ハー セγト以上聞くことがありうる o げんに交換




盟国の「義務」である(第4条第4項)。 したがって IMF体制にあっては， IMF肉体が棲
述のように圏際的な為替安定資金であるとともに，加盟阿も為替安定操 Fを要請され，為自安
定の機摘が重層化しているわけだ。






対策として実施されたスタ γ ド・パイ・グレディヅト 0952年10月)が，短資移
動対策としても利用されるにいたった。このはか純然たる短資移動対策には，
いわゆるパリ・クラブの IMFにたいする λタンド・バイ・グレディッ 1.-
「一般借入れ取決めJ')による資金供与がある。


























































ら4分の 1パ セ Y トの手数料を差引し、た価格で金を無制限に買入れ，他方外
























現代の国際通賞制度 (21) 21 
1Mとともにこの体制の基礎構造をなす金価格の固定性と矛盾する。だからこそ

















































にみられる (BrookingsCommittee Recomendation， in World Mi酔tetaryRefo1':問，
ed. by H. G. Grubel， 1963， pp. 409-411.鈴木浩抗編「国際流動性論集J152-5頁〉。
11) Iおよそ国際流動性問題の解決策というもの もちろん，変動相場制と金価格引上げは別に
してーーは』とのように各国の借入能力を拡大する U 、う方式の変形にほかなちない。」
(F. A. Lutz， The Problem of International Liquidity and the Multiple-Cur-
rency Standard， in World Monetary Refor隅， ed. by H. G. Grubel. 1963. p. 241. 
鈴木浩拭編，前掲訳書.191頁〕。











匝手当 1917 1951 1956 1958 1959 1960 1961 1962 1964 ~50 ~55 ~57 1963 (6月末)
引出総額 777.3 439.2 1，669.6 337.9 179.8 279.8 2，478.5 583.8 333.2 581.4 
返済額 44.0 938.2 177.1 369.0 607.5 681.2 769.6 1，490.0 267.1 149.3 
貿よ戻る返し済に 26.6 752.5 177.1 347.8 573.2 654.9 753.6 1，305.9 267.1 113.1 
他国の引
出しによ 17.4 185.7 21.2 34.3 26.7 16.0 184.1 36.2 る返済
引出総額 733.2 -499.0 1.492.5 -31.1 -427.7 -401.4 1，708.9 -906.2 66.1 332.1 
引出残高 733.2 234.2 1，726.71，695.6 1.267.9 866.3 2，531.7 1.601.1 1.667.2 1，812.6 
(Source: I.叫 eγηatiοnalF叩 ancialStat日tics)









































17) 1963年9月末現在，金23億，金投資勘定 8倍. ドル，ポンド45億，パリ クヲプ加盟国その他
諸国通貨21億，合計97億ドル，この他「一般借入れ取決め」による借入可能額四億ドルである。
























操作したU その直接の契機はマルグ・ギルダーの平価切上げ (1961年 3月〉によ
る平価調整(両通貨の再切上げ・スイス・フランの切上げ・ポンドの切下げ〕壱予期

















先物契約は急急.減=投機は減退した。なおスイス・フラ γの先物売り (61年 7月
以降，資金源はスイス中銀が提供したクレディット)，ギルダー先物売り (62









19) C. A. Coombs. .‘Treasury and Federal Reserve Foreign Exchange Operation". 
Federal Rese門leBulletin， Sept. 1962. 
20) 1961年はじめて2千万ドルの外貨壱もち， 1964年3月末M千万ドルに増加。






















ot. cit.， p. 245，鈴木浩次嗣，前掲訳書， 197頁〉。
22) 1964年5月末現在相手国は増加し総額も205千万Fルにふえてし、る。
23) C. A. Coombs， o.ρ. cit.， pp. 147-148 
24) この中期債は期限15-30ヶ月であるが.保有中銀の要求次第期限90日の債務註書に転換可能で，
さらにその債務証書は2日の下古期聞ののち，債権者たる中担の自国通貨で償還されうる(R.































27) F. A. Lutz，噌 cit.，p. 247，鈴木浩次編，前掲訳書， 1991'(。
28) この論理的な「あと一歩」は現実には，自国通貨が国際通貨になることをきらしV しかも国際
流動性の増加より金融節度を強調するー 一一このため現状の双務的スワップ方式さえ，いわゆる
「多角的共同審議」の対象としようとする 「均衝アプロー チ」にちかい EECの見解を
考慮すれば， 10事あるいはそれ以上に実現困難かもしれない。
29) F. A. Lutz. ot. cit" p. 249，鈴木浩次編，前掲訳書;2G2買。


















































(1964. 1. 18) 
31) 10ヶ国蔵相代理会議の作業では，固定為替相場制度止金価栴の閉定とし叶現行体制!の基醒構造
には手をふれるととさえしなかった。
32) r信用準備単位」のフヲツスによる提案を契機と Lて，新準備資産の艦討のためヌrツソラ委員
去が形成されたという現実を無視するわけではないが，新準備資産の形成はアメリカの園田草収
支赤字が今佳も巨額かっ継続的でないかぎ札困難ではないだろうか。
33) r流動性アプローチ」が疏動性の過剰供給をさけようとするかぎれたとえトリフィン案が実
現しても，国際的側面から生巳る通貨管理の必要性は梢失しない。悲のためn
